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古代国家から近世国家まで

日本史ⅠⅡを通じて縄文時代からはじめ、古代国家の成立・崩壊過程ならびに荘園制について詳しく見ます。そ
の後、中世との時代区分の意味を理解します。その際に、中世という時代は、日本型のオリジナルな国家が出来
上がった時代であることを知ることになります。日本型国家は中世を通じて発展し、全国を覆っていきます。そ
れが完成すると、時代は近世と呼ばれるようになります。近世とはいったいどのような時代だったのか。それを
やや詳しく見て、日本型国家の姿を具体的にイメージしてもらいます。暗記は要りません。考えさせる講義をし
ます。

第１回：律令制の成立とその特徴
第２回：律令制の変容について（墾田永年私財法の意
　　　　義を中心に）
第３回：荘園制とは何か
第４回：寄進地系荘園の成立とその意味
第５回：武士層の出現について
第６回：武士政権誕生への流れ
第７回：地方武士の発展過程
第８回：中世国家の成立について（鎌倉幕府成立論）

第９回：鎌倉幕府の封建制と元寇
第１０回：鎌倉幕府の崩壊と室町幕府成立の意味
第１１回：戦国時代に移行していく構造的な理由
第１２回：織豊政権について（国際的位置づけととも
　　　　　に）
第１３回：徳川幕府成立論
第１４回：年貢、「鎖国」、流通網
第１５回：貨幣経済と近世社会の性質について

なし

出席（きわめて重視します）、エッセイの提出（「講義を聴いて考えたこと」）。

本年前期の日本史Ⅰと続けて履修すること。

http://www.icc.ac.jp/


